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★10 月 20 日、姶良文化祭の募金活動にご協力いただいた北山小学校の皆さん 

至帖佐駅 

 

 

皮膚科 
本所 

 

 
信用組合 

市役所 

至帖佐駅 

銀行 

眼科 
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山 

元 

久
美
子 

 

瀬
戸
口 

 

健 
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田 

益 
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島 

俊 
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野
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口 

徹 

郎 

田 

邉 

い
つ
子 

 

森 

木 

洋 

子 

田 

中 

健 
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迫 

田 

耕 

一 
 

宮 

路 

幸 

廣 
江 
良 

伸 

一 
 

別 

府 

啓 

子 

堂 

森 
慶 

子 
 

森 

重 
 

 

隆 

宮 

脇 
洋 
子 

 

上 

脇 

マ
サ
子 

小 

原 

裕 
子 

 

古 

川 

孝 

子 
 

 

 

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
の
役
職
員 

          

 
 

11
月
5
日
、
平
成
25
年
度
鹿
児
島
県
地

域
福
祉
推
進
大
会
が
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
に
、
鹿
児

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
仮
屋
基
美
会
長

か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

(

平
成
25
年
４
月
１
日
時
点) 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
（
市
民
）
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
初
春

を
迎
え
ら
れ
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
姶

良
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
諸
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
社
会
福
祉
の
変
化
と
同
時
に
、
地
域
福
祉
の

あ
り
方
等
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
今
日
、
身

近
な
各
種
事
業
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
戴
き
、
住
民
参

加
型
地
域
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
市
行
政
を

基
盤
と
し
た
地
域
福
祉
の
推
進
に
平
行
し
な
が
ら
、
職

員
一
同
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
県
内
一
暮
ら
し
や
す
い
姶
良
市
」
を
目
標
に
、
相
と

も
に
心
も
新
た
に
共
生
、
協
働
的
地
域
福
祉
社
会
づ
く

り
に
、
会
員
（
市
民
）
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

肥
後 

利
治 

年 

増 

三
貴
男 

○
民
生
委
員
児
童
委
員  

 

○
社
会
福
祉
施
設
の
長
及
び
職
員 

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

 

 

新
安
心
・
安
全 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
        

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ 

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
帖
佐
自
治
会 

『
拡
声
器
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
懐
中
電
灯
の
整
備
』 

宮 

脇 

静 

雄 

 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
個
人
） 

          

 
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
よ
り
当
自
治
会
へ
、

拡
声
器
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
懐
中
電
灯
購
入
の
助
成
を

頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
大
出
力
拡
声
器
は
小

学
校
か
ら
借
り
て
い
た
の
で
、
期
日
に
関
係

な
く
活
用
で
き
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
で
す
。
災
害
時
に
も
大
き
な
助
け
に
な
る

と
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
懐
中
電

灯
）
は
、
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
防
犯
面
で

も
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
大
い
に
活
用

で
き
ま
す
。 

 

募
金
を
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら

大
切
に
使
用
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

表
彰
者
の
ご
紹
介 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
防
犯 



 

 

自
分
も
、
仕
事
を
し
な
が
ら
育
児

を
し
て
き
た
の
で
、
お
母
さ
ん
方
の

苦
労
も
わ
か
り
ま
す
。
最
近
で
は
共

働
き
や
、
ひ
と
り
親
の
家
庭
も
多
く
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
ゆ
と
り
が
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
子

育
て
中
の
方
々
を
支
援
す
る
こ
と

が
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
な
る
と

思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
さ
ん
を
預
か
る

時
は
、
家
族
み
ん
な
で
迎
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も

達
に
も
、
良
い
影
響
を
与
え

て
い
る
よ
う
で
す
。 

昨
日
も
、
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
依
然
、
お
母
さ
ん
を
慕
っ

て
泣
き
べ
そ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
子
ど
も

さ
ん
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
々
、
散

歩
中
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
り
嬉
し

い
で
す
。
親
子
の
大
切
な
社
会
デ
ビ
ュ

ー
に
立
ち
会
え
て
幸
せ
で
す
。 

  

○
日
時 

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

○
場
所 

姶
良
市
加
治
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

（
住
所
：
姶
良
市
加
治
木
町
本
町
３
８
０
） 

○
参
加
費 

無
料 

○
内
容 

 

講
演
「
発
達
障
が
い
児
と
の
関
わ
り
方
」 

子
育
て
・
発
達
心
理
専
門 

佐
々
木
美
智
子
先
生 

講
習
「
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予
防
と
手
当
」 

姶
良
市
消
防
本
部 

○
申
込
方
法 

電
話
に
て
受
付 

○
申
込
期
限 

平
成
26
年
１
月
24
日
（
金
） 

○
申
込
先 

 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

電
話
７
３-

３
４
５
６ 

○
あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の

応
援
を
し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
応
援
し
た

い
方
（
提
供
会
員
）
が
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
、

地
域
の
中
で
お
互
い
に
育
児
を
支
え
合
う
活
動
を
行

う
会
員
組
織
で
す
。 

 

子育てサロン(姶良保健センター) 

♡日程♡ 

1 月 7 日(火)、29 日(水) 

2 月 5 日(水)、19 日(水) 

3 月  5 日(水)、26 日(水) 
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●おやこ de おやつ作り体験 

 

 

●障がい者合同相談 

●マッサージ体験コーナー 
 

 

●展示コーナー 
 

 

 

●健康測定・相談コーナー 

●スタンプラリー・文字ラリー 

●工作教室 

●非常食炊き出し体験 

●手作りお菓子・工芸品等販売コーナー  

10：00 ～ 15：00 

 9：30 開場 

●先着 500 名様に「非常炊出食」と 

「とり団子汁」を無料配布 

 (引換券配布 9：30～ /配布：昼食時間) 

●バザー(手づくりお菓子等の販売) 

プログラム 

【 午前の部 】10：00 ～ 

★ オープニング演奏 

出演：蒲生郷太鼓坊主 

★ 福祉功労者表彰式 

★ 福祉作文コンクール最優秀賞受賞作文発表 

★ ボランティア活動発表 

  発表：ボランティア活動育成協力校指定校 

【 午後の部 】13：00 ～ 

★ 劇 「あの白い雲のように」 

  出演：たけちゃん一座 

  講演 講師：黒岩尚文 

  ★ お楽しみ抽選会 

  豪華景品が当たるチャンス!! 

  ※ 抽選時に不在の場合は無効になります 

 

 

 

【提出作品について】 

１ ご提出いただきました写真は、あいら福祉まつり

会場内に展示いたします。 

  会場内に展示コーナーを設け、来場者が「笑顔に

なった」と感じた作品に投票していただきます。 

得票が多数の作品については、社会福祉協議会発行

の広報誌「福祉あいら」に掲載させていただくこと

があります。 

２ 写真はすべて印画紙によるプリントでご提出くだ

さい。スライドやデータでのご提出はできません。 

３ 提出は、お１人２点までとさせていただきます。 

４ サイズはＬ判（89ｍｍ×127ｍｍ）サイズでご

提出ください。縦・横は自由です。 

５ カラー、モノクロ問いません。 

６ 提出の際は、指定の提出用紙に住所、氏名、年齢、

連絡先（電話番号）、20 文字以内でタイトル又はコ

メントを明記してください。ペンネームでのご提出も

可能です。（用紙は社会福祉協議会各窓口に準備して

おります） 

７ 提出期限は、平成 26 年２月 21 日（金）です。規

定数に達した場合は、提出期限前でも締め切らせてい

ただくことがあります。 

【提出方法について】 

１ お近くの社会福祉協議会にご提出ください。(郵送可) 

【作品の所属ついて】 

１ 作品の著作権は、出品者に帰属しますが、本会の広

報誌・冊子等に使用できるものとします。 

２ ご提出いただいた作品は返却できませんのでご了承

ください。 

●福祉作文 

●みんなの笑顔写真 

●災害救援物資 など 

龍桜高校モードビジネス科の生徒による

ケアマッサージ体験 

自由に遊べるキッズルーム・ベビー

ルームを常設しています 

小中学生を対象とした竹工作教室 

  

  
  

蒲生小   
蒲生中   

〒蒲生局   

公民館   

蒲生八幡   

市役所   

蒲生 支所   

  

くすくす館   
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★ボランティア募集！ 

●活動内容  当日の会場設営、後片付け、 

各種催しコーナーの補助等 

 ●活動時間  8：30～16：00 

        （午前のみ・午後のみ可） 

●募集締切  2 月 21 日（金） 

★出店者募集！ 

●募集対象  福祉施設もしくは福祉団体 

 ●募集店舗数 3店舗程度 

●出店時間  10：00～15：00 

●募集締切  1 月 31 日（金） 

 ※搬入・搬出・管理は各自でお願いします。  

「たけちゃん一座」 
 
霧島市内の福祉施設や市役所の職員が中

心となって結成したアマチュア劇団です。 
寸劇は認知症や介護の問題を、笑いあり、

涙ありのストーリーで、これまで県内外の福

祉施設等や自治会、お寺など数多くの場所で

公演されています。 

★福祉まつりスポンサー募集！ 
今回の「あいら福祉まつり」への、協賛金や景品のご提供などのスポンサーを募集しております。 

「福祉」の啓蒙・啓発活動の趣旨にご賛同いただける市民・企業・個人事業主の皆様のご協力をお待ちし

ております。 

詳細につきましては、社会福祉協議会へお問い合わせください。 



 

 

 

西
宮
島
さ
く
ら
会
は
、
毎
月
１
回
第
２
木
曜

日
に
西
宮
島
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

約
１７
名
が
参
加
し
て
お
り
、
活
動
内
容
は
主

に
、
体
操
、
民
謡
、
創
作
活
動
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
回
参
加
者
に
次
回
の
サ
ロ
ン
の
要
望

を
聞
き
、
み
ん
な
で
観
光
や
ご
飯
を
食
べ
に
出

か
け
る
こ
と
も
多
い
で
す
。 

参
加
者
同
士
が
と
て
も
仲
良
く
、
明
る
い
雰

囲
気
の
サ
ロ
ン
で
、
月
１
回
の
サ
ロ
ン
を
皆
さ

ん
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

お
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
参
加
し
た

い
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ま
ず
は

見
学
だ
け
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

子育てサロン(加治木ふれあいセンター) 

♡日程♡ 

1 月 10 日(金)、24 日(金) 

2 月 14 日(金)、28 日(金) 

3 月 14 日(金)、28(金) 

～姶良市社協の事業紹介シリーズ②～ 

 

○
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
と
は
… 

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
地
域
支
援
事
業
の
介

護
予
防
事
業
の
実
施
に
関
し
、
姶
良
市
よ
り
委
託
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。 

こ
の
事
業
で
は
、
要
介
護
状
態
等
に
な
る
こ
と
の

予
防
ま
た
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
、
悪
化
の
防
止

の
た
め
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
地
域
住
民
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
、
お
互
い
に
協
力
し
て
、
「
気
軽
に
」

「
無
理
な
く
」「
楽
し
く
」
仲
間
作
り
を
行
う
活
動
で
す
。 

 ○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
推
進 

○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
運
営
の
支
援 

○
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

の
養
成 

○
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会 

 

サロンに関するお問い合わせは、 

社会福祉協議会（65-7757）まで 

ご連絡ください。 

 

この日は近くの喫茶店でサロンを開催しました 

 



 

 

子育てサロン 
(蒲生高齢者福祉センター) 

♡日程♡ 

1 月 16 日(木)、2 月 20 日(木) 

3 月 20 日(木) 

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
私
た
ち
の
街
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
団
体
名 

 
 

 

人
形
劇
団
ピ
ノ
キ
オ
（
会
員
数
７
名
） 

◆
設
立
年
月
日 

 

昭
和
53
年
４
月 

◆
活
動
内
容 

 

人
形
劇
・
紙
芝
居 

 

 
 

幼
稚
園
の
母
親
の
会
役
員
が
、
テ
レ
ビ
づ
け
に

な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
人
形
劇
を
見
せ
た

い
と
い
う
こ
と
が
始
ま
り
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。 

月
２
回
、
水
曜
日
に
定
例
会
を
開
き
、
脚
本
読

み
、
人
形
制
作
、
立
ち
げ
い
こ
な
ど
の
活
動
を
し

て
お
り
、
人
形
、
大
道
具
、
小
道
具
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な

ど
す
べ
て
手
作
り
で
行
っ
て
い
る
。 

県
内
各
地
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
子
ど
も
会
、

子
ど
も
塾
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
病
院
、
高
齢
者
施

設
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
、
見
る
人
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
劇
を
演
じ
て
い
る
。
劇
や
幕
間
に

童
謡
を
歌
っ
た
り
、
観
客
席
ま
で
演
者
が
人
形
と

飛
び
出
た
り
な
ど
、
人
形
劇
が
も
っ
と
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
世
代
を
超
え
て
い
ろ
ん
な
人
に 

 

 

12
月
７
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
姶
良
市
内
の
教
職
員
を
対
象
に

蒲
生
地
区
に
て
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

今
回
の
交
流
会
は
姶
良
市
周
遊
観

光
バ
ス
「
あ
い
ら
び
ゅ
ー
号
」
に
乗

っ
て
、
観
光
を
中
心
に
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
知
り
、
今
後
の
活
動
や
福

祉
教
育
に
役
立
つ
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。 

帖佐駅出発 

  ↓ 

尾前瑞雲氏による茶道体験 

  ↓ 

昼食  活動発表・意見交換 

  ↓ 

フォンタナの丘でお買い物 

  ↓ 

和紙ギャラリー 

  ↓ 

花の森 徳重邸 

  ↓ 

白男の滝 

  ↓ 

蒲生の大楠・観光交流センター 

  ↓ 

帖佐駅到着 

＜一日のスケジュール＞ 

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て

お
り
、
ど
な
た
で
も
人
形
劇

の
体
験
や
人
形
と
の
ふ
れ

あ
い
、
見
学
が
で
き
る
。 

 

（
問
合
せ
先
） 

加
治
木
支
所
62-

２
０
４
１ 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

小
原 

健 

壹
岐
加
代
子 

玉
利
千
鶴
子 

松
元 

優 

福
留
逸
子 

林 

初
美 

柿
元
峰
信 

米
森
瑞
恵 

上
山
華
奈 

山
下
ノ
ブ
子 

大
重 

忠 

田
實
俊
子 

濵
川
早
苗 

市
来
弘
子 

東 

チ
マ
子 

橋
本
は
つ
み 

畠
中
妙
子 

岸
園
繁
則 

羽
毛
紘
子 

小
田
弥
生 

橋
本
道
夫 

柿
元 

實 

山
本
寿
丸 

小
原 

勉 

壹
岐 

熏 

玉
利
虎
光 

松
元
サ
ミ 

福
留
義
則 

林 

利
㤗 

柿
元 

司 

米
森
ツ
ヤ 

上
山
一
男 

山
下 

章 

大
重
ナ
ミ
子 

田
實
昭
三
郎 

濵
川 

榮 

市
来
隆
成 

東 

勝
幸 

橋
本 

守 

畠
中
德
光 

岸
園
ア
ヤ
子 

下
野
初
枝 

小
田
公
司 

橋
本
カ
ツ 

柿
元
ミ
エ 

山
本
ス
ミ
子 

竪
野 

十
日
町 

星
原 

奥
山
花 

寺
師 

春
花 

大
迫 

白
金
原 

原
方 

重
富
団
地 

板
ノ
口 

松
原
上 

松
原
上 

船
津 

竪
野 

松
原
上 

大
山 

増
田 

山
野 

俵
原 

増
田 

山
元 

錦
原
東 

壱
万
円 

弐
万
円 

 
－ 

 
－ 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

香
典
返
し
寄
付
（
10
月
１
日
～
11
月
30
日
） 

寄
付
者 

 
 

 

故  

人 
   

自
治
会 

 
  

金 

額 

本
所 こ

の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の

ご
趣
旨
で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温

情
に
応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

加
治
木
支
所 

藤
竹
ひ
と
み 

湯
浅
秋
子 

河
野
正
俊 

恒
吉
洋
機 

髙
崎
和
子 

五
代
義
隆 

柳
川
貞
美 

宮
原
藤
朗 

福
永
ミ
ツ
ヱ 

六
反
エ
ミ
子 

永
田
知
子 

德
部
京
子 

花
牟
禮 
博 

 
 

－ 

藤
竹
正
純 

湯
浅
隆
夫 

河
野
キ
ミ 

恒
吉 

晃 

髙
崎 

勝 

五
代
ス
エ
カ 

柳
川
勝
則 

宮
原
幸
子 

福
永 

勝 

六
反
徳
裕 

下
猶
明
子 

德
部
松
雄 

花
牟
禮
フ
ミ
子 

竹
之
内
正
男 

南
塩
入 

小
烏 

毘
沙
門 

田
中 

西
浦
西 

豊
町 

天
神 

川
原 

小
陣 

西
反
土
後 

東
塩
入 

徳
永 

西
ノ
原 

高
井
田 

弐
万
円 

五
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

 

－ 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
掲
載
希
望

の
欄
に
は
（
－
）
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

蒲
生
支
所 

德
重
敏
子 

原
田 

久 

岡 

芳
英 

窪 

久
美
子 

小
田
千
恵
子 

漆
平
實
子 

濵
島
正
廣 

瀬
戸
山

司 

岩
戸 

博 

中
村
利
江 

德
重
利
光 

原
田
ト
シ
ヱ 

岡 

久
江 

窪 

ノ
ブ 

別
府
ト
シ
子 

漆
平 

昇 

前
村
ヒ
デ 

瀬
戸
山
マ
ツ 

岩
戸
ヤ
ス
子 

中
村
眞
壽
雄 

下
久
徳
下 

早
馬 

霧
島
後 

北
中 

新
辻 

漆
平 

米
丸
中
村 

迫
上 

岩
戸 

小
川
内 

弐
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

寄
付
金 寄

付
者
名 

 
 

   
 

 
 

金 

額 
 

市
老
連
若
手
委
員
会 

一
般
寄
付
（
10
月
１
日
～
11
月
30
日
） 

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
よ
り
姶
良
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
・

充
実
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

八
千
六
百
円 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員
と
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
、
団
体
、

施
設
及
び
事
業
所
等
で
一
定
額
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た

だ
い
た
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

い
た
だ
い
た
会
費
は
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の

た
め
の
地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

（
10
月
１
日
～
11
月
30
日
） 

姶
良
地
区
民
生
委
員 

児
童
委
員
協
議
会 

 

参
千
円×

２
人 

 

弐
千
円×

２
人 

 

壱
千
円×

78
人 

 

加
治
木
地
区
民
生
委
員 

児
童
委
員
協
議
会 

 

壱
千
円×

38
人 

 

市
議
会
議
員 

 

壱
千
円×

30
人 

壱
千
円 

 

福
永
順
子 

 

川
畑
洋
海 

 

弐
千
円 

篠
原
幸
雄 

 

伊
集
院
光
慶 

上
野
ミ
チ
子 

上
野 

勉 

森
山
和
美 

安
田
行
伸 

伊
集
院 

操 

上
野
忠
男 

上
野
ミ
ヤ 

森
山
マ
サ 

安
田 

勉 

あ
さ
ひ
団
地 

増
田 

寺
師 

西
姶
良
南 

松
原
上 

 

－ 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 


